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  こんにちは！５月の様子をお伝えします！ 

 まず、ホストファミリーと Óbidos という街を訪ねたことが私の中でとても大きいです！この街は留学前からずっと行きたかった場所で日本

の某旅番組でも紹介されるくらいの観光地です。この Óbidos という街は城壁の中にあってしかも丘の上にあります。観光客のための入り

口は一箇所しかなく、私にとっては異世界の気分でした！またここはチョコレートやジンジャーワインが有名で冬にはチョコレート祭りも行

われるようです！ 話は少しそれますが、私がポルトガルが好きで留学を決めたのもこのポルトガルの素朴なところが好きだからです。例え

ばこの Óbidos もすごく有名な観光地ですが、外から見ても”観光地”という雰囲気は殆どありませんしこの街のレストランやお土産屋さ

んで働いている方々も言い方は悪いですが「観光客から金を巻き上げてやろう」という感じは全くありませんしむしろ昔からの知り合いだっ

たかのようにお話してくれます。ポルトガルには素で勝負できる魅力があるので、沖縄でもこれは活かせるのではないかと考えています。沖

縄に巨大なショッピングセンターやテーマパークを作るのも一つの手かもしれませんが、今一度”本来の沖縄”の魅力とは何なのか考えて

もいいのではないかと思います。 

 二つ目は２つのプレゼンテーションを授業でさせてもらったことです。一つ目は地理の授業で”東京の都市システム”についてお話しまし

た。なぜこのトピックかというとこの学期にポルトガルの都市システムをがっつり学んだので、先生が私の単位のために気を利かせて機会を

あたえてくれました！ 一ヶ月以上調べ学習、ポルトガル語の原稿の準備、スライドの用意、読み練習…ととても忙しかったのですが本

番はうまく行ってクラスメイトが褒めてくれたのですごくいい経験になりました。留学する前からわかっていたことではありますが、”日本＝東

京”というイメージが強いのでいくら私が沖縄県の出身だからと言って東京、日本の中心のことを知らないと日本人として恥ずかしい思い

をします。幸いにも答えきれなかった質問（ポルトガル語不足でうまく伝わらなかったものはありますが）はありません、なのでこれから国

際交流をしたいと思ってる方は今のうちに自国のことはしっかり知っておくべきだと思います。またここに来て感じたのは、勉

強だけが出来てもだめということです。私の偏見かもしれませんが日本はその人がどうあるかの指標として学歴は重視され

ますし、高校でも成績がいい人はいろいろなチャンスが転がってくると思います。けれど何か他の人が持っていないものをも

っていないとこれから先苦労するかもしれないと感じ私も他の人にはないものを見つけようといま努力中です。 

  話はだいぶそれましたが二つ目のプレゼンは英語の授業でしました。トピックは”Multiculturalism”です。このプレゼンは今年最後なの

でペアでのプレゼンも可ということで私もある一人のクラスメイトの女の子に誘われペアを組みました。それがもうすごい大変で、、私は一

週間以上前から準備して彼女と構成だったりいろいろ話そうと思っていたのですが彼女は二日前になってようやく動き出し、すべて私任

せにしてきました（笑）私がポルトガルの文化で気づいたことを話し、彼女が日本の文化について話すことは前々から決めていましたが「と

ころで私は何話したらいいかわからないのよ！」ってキレてきたときや誰かが書いた日本についての記事を自分が書いたように装い「これで

満足？」って言ってきたときは彼女とペアを組んだことを後悔し、私をペアに誘ったのも私が留学生で特殊な立場で彼女は前学期で

negativo（赤点のような感じです）だったので私と組めば良い点がもらえると思ったからだったと聞いたときはもう呆れました。この彼女の言

動に納得行かなくて他の友達に相談したところ「あの子は悪気があってそういうことを言ったりしてるんじゃないんだよ」と教えてくれ今まで

振り回されてた私でしたがスッと心が軽くなり、小言を言われてもながせるようになりました。友達は偉大です！プレゼンも割とうまく行って

彼女も満足したようでお礼を言ってくれたので、ある意味いい経験になったなと思います。これから先違う母国語を話す方と一緒にプレゼ

ンするというのはなかなかないことだなと思うので！ 

 非常に長くなりましたが、これが大まかな 5 月のハイライトです！このレポートを書いている時点で残り帰国まで１３日なので残りの日を

大切に過ごしていきたいと思います！！ 

 

  

 

 来年度出発の国際性に富む人材育成留学事業（約１０ヶ月の海外留学）への募集は来月予定です。自分が

行きたい国に対するリサーチ、そこで何を学びたいかなど具体的に考えておいて下さい。 


